
 
⻄宮市⽴⻄宮⾼等学校に関するデータ “校是「全人教育」のもと生徒を育む” 
 
住所   〒662-0872 ⻄宮市⾼座町 14-117   
電話番号 TEL:0798-74-6711 FAX:0798-74-0938 
学校⻑  野川 誠 
沿革 明治４１年（1908） 私⽴⻄宮⼥⼦技芸学校を創⽴ 
     ＊⻄宮町唯⼀の中等教育機関として、⾠⾺吉左衛⾨や⾠⾺勇治郎ら地元の篤志

家が発起人となり設⽴ 
大正 ７年 （1918） ⻄宮町⽴⻄宮実科⼥学校を開校 
大正 ９年 （1920） ⻄宮町⽴⻄宮⾼等⼥学校を開校  

＊100 周年はここを起算にしています 
大正１４年（1925） ⻄宮市⽴⻄宮⾼等⼥学校に改称 
昭和２３年（1948） ⻄宮市⽴⻄宮⾼等学校を開校 

データ ・普通科７クラス、グローバル・サイエンス科１クラス 
    ・⾼等⼥学校以来「全人教育」を校是に掲げる。学習だけでなく、学校行事、部活

動がさかんな⾼校。 
    ・卒業生 30665 名（2020 年 4 月現在） 
    ・著名な卒業生 

岩谷時⼦ - 作詞家 
山本拓実 - プロ野球選手（中日ドラゴンズ） 
いがらしあみ（本名：五十嵐愛生） - おはようパーソナリティ道上洋三です 

13 代目アシスタント 
・昭和２４年（1949） 第 31 回全国⾼等学校野球選手権大会の開会式に⼥⼦生徒

が式典誘導係として初めて参加以来、現在まで続く。 
・平成 ７年（1995） 阪神淡路大震災では校舎が全壊 ＊全壊は県内⾼校で唯⼀ 

            新校舎完成は 1997 年 3 月。再建まで 2 年を要した。 
 ・2019 年度入試では、現浪合わせ 204 名国公⽴大に合格する。近年、この 10 年

でもっとも難関大進学が伸びた学校として度々雑誌に取り上げられた。 
 ・2012 年 1 月 サッカー部全国選手権ベスト８ 

2019 年度 県⾼野連から選抜野球「21 世紀枠」に推薦 
 

〔参考資料〕 
地域とともに１００年（『百周年記念誌』学校⻑挨拶⽂） 

本校は 1920（大正 9）年、⻄宮町⽴⻄宮⾼等⼥学校として開校し、今年、創⽴ 100 周年
を迎えました。「⻄⼥」「⻄⾼」「市⻄」の呼称で生徒、保護者、地域の皆様から親しまれて
きた本校の所在地は、染殿町、浜脇町、建石町、そして現在の⾼座町と移り、3 万人を超え



る卒業生を世に送り出し、今日に至っています。 
本校の前身は、今から 112 年前、1908（明治 41）年に開校した私⽴⻄宮⼥⼦技芸学校に

遡ります。⻄宮町唯⼀の中等教育機関として、地元の篤志家が発起人となり設⽴されました。
大正期に入り、経済社会の発展に伴い、全国的に⼥⼦教育の機運が⾼まる中で、⻄宮の先覚
者たちが地域の中等教育の充実を痛感し、町当局を動かした結果、町⽴に移管され、⻄宮実
科⼥学校を経て、⻄宮⾼等⼥学校の誕生に至りました。このように、本校は⻄宮の人々によ
って作られ、⻄宮の人々によって育てられました。以来、本校は、⻄宮の地域の皆様の大き
な期待を担って、今日まで歩んできました。 

⻄宮⾼等⼥学校は、戦災で校舎を全焼し、浜脇国⺠学校を経て、統廃合された建石国⺠学
校校舎で再出発、1948（昭和 23）年に新学制実施により⾼等学校となり、⻄宮市建石⾼等
学校を経て、1950（昭和 25）年に現在の校名となりました。 

現在、県下有数の学校図書館である松柏図書館は、市⺠の寄付を得て 1955（昭和 30）年
に誕生しました。手狭だった建石校舎から移転した⾼座町校舎は、1970（昭和 45）年当時、
短大規模とたたえられたほどです。そして、1995（平成 7）年の阪神淡路大震災で全壊した
校舎・グラウンドの復興……。本校の歴史を紐解きますと、⻄宮の地域の皆様、多くの行政
担当者の熱い思いに支えられ、本校の今日があることに思い至ります。 

大正デモクラシーの自由教育の潮流の時代に誕生した本校では、創⽴以来、知・徳・体の
調和のとれた人格形成を目指す「全人教育」を校是に掲げ、生徒の個性を尊重することを主
眼に自由で特色ある教育が伝統として受け継がれてきました。生徒自治会活動や部活動に
も熱心に取り組む生徒を育成するという本校の姿勢は、⾼等⼥学校の時代から受け継いで
いる全人教育の伝統が教育の基盤となっているからにほかなりません。 

本校は 1971（昭和 46）年には履修科目の選択制を導入し、1986（昭和 61）年には理数
コース（現在のグローバル・サイエンス科）を設置、さらに 1994（平成 6）年には県下初の
評価の二期制を導入、2008（平成 20）年には複数志願選抜開始に合わせた特色選抜の実施
など、時代の変化に応じた改革を進めてきました。急激な社会の変化は今後訪れる未来予想
を困難にしていますが、校是「全人教育」のもと、生徒⼀人ひとりを大切に育てる本校の伝
統を引き継ぎ、将来の人間の幸せや社会の発展に貢献しようとする志を持つ生徒を育てる
ため、よき学校づくりに努めてまいりたいと思っております。 

ここに本校が辿ってきた 100 年の歴史を顧みて、本校の発展に多大なご支援・ご協力を
賜りました地域の皆様をはじめ、⻄宮市、⻄宮市教育委員会、歴代校⻑、教職員、同窓会、
ＰＴＡ並びに関係各位に心から深く感謝を申し上げますとともに、これからも本校の活動
にご理解とご協力をお願いいたします。 


